
安
全
な
ま
ち
足
立
区
に
つ
い
て

【
問
】
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
安

全
な
ま
ち
足
立
区
を
目
指
す
」
こ
れ

は
、
区
長
が
事
あ
る
ご
と
に
口
に
し
、

足
立
区
民
も
願
っ
て
止
ま
な
い
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
は
犯
罪
の

多
い
国
に
、
そ
し
て
犯
罪
検
挙
率
の

低
い
国
に
な
っ
て
き
た
。
特
に
目
を

引
く
の
は
、
小
学
生
児
童
に
ま
つ
わ

る
事
件
で
あ
る
。

　
区
長
の
安
全
対
策
に
取
り
組
む
姿

勢
を
見
て
、
区
民
は
は
じ
め
て
心
休

ま
る
地
域
で
あ
る
と
確
信
で
き
る
。

決
意
を
強
く
示
し
て
ほ
し
い
。

【
答
】
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
安

全
な
ま
ち
足
立
区
」
の
実
現
は
、
区

が
先
頭
に
立
っ
て
、
警
察
・
消
防
等

の
関
係
機
関
、
区
民
と
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

区
は
、
各
部
署
で
入
手
し
た
不
審
者

情
報
等
を
、
迅
速
に
庁
内
に
伝
達
す

る
た
め
の
情
報
連
絡
体
制
を
確
立
し
、

区
民
に
も
速
や
か
に
伝
達
す
べ
く
本

年
４
月
よ
り
携
帯
電
話
等
へ
の
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
今
後
も
、

様
々
な
方
策
を
尽
く
し
て
い
く
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

【
問
】
昨
年
７
月
の
千
葉
県
北
西
部

地
震
で
は
、
都
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

３
万
９
千
台
が
停
止
し
、
４２
台
で
閉

じ
込
め
が
発
生
し
た
。
区
で
は
、
地

震
の
規
模
と
そ
れ
に
よ
る
閉
じ
込
め

件
数
の
予
測
は
ど
う
な
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
病
院
や
公
共
施
設
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
復
旧
に
関
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
答
】
東
京
都
防
災
会
議
地
震
部
会

よ
る
東
京
湾
北
部
地
震
（
Ｍ
７.３
）
の

被
害
想
定
で
は
、
区
内
で
２９４
台
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込
め
が
想
定
さ

れ
る
。
区
の
施
設
で
は
、
地
震
管
制

装
置
が
な
く
、
閉
じ
込
め
の
可
能
性

の
高
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
５
台
あ
る

の
で
、
早
急
な
改
善
を
進
め
て
い
く
。

　
復
旧
は
、
病
院
や
災
害
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ
る
本
庁
舎
を
優
先
的
に
、

そ
の
他
の
公
共
施
設
は
そ
の
後
の
対

応
と
な
る
が
、
日
頃
か
ら
保
守
管
理

委
託
会
社
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
早

期
復
旧
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

行
政
の
ス
リ
ム
化
に
つ
い
て

【
問
】
少
子
化
・
人
口
減
少
が
確
実

に
進
行
す
る
中
、
公
共
施
設
の
再
配

置
計
画
や
、
旧
庁
舎
跡
地
な
ど
の
資

産
の
有
効
活
用
の
促
進
、
区
職
員
の

削
減
計
画
も
必
要
で
あ
る
。

　
一
方
で
は
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
高
齢

化
社
会
は
多
く
の
高
齢
者
を
受
け
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
「
大
き
な
政
府
」

に
繋
が
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
ジ
レ
ン

マ
は
解
消
で
き
る
の
か
伺
う
。

【
答
】
市
場
化
テ
ス
ト
を
始
め
と
す

る
様
々
な
手
法
に
よ
り
、
区
民
と
の

協
働
の
視
点
に
立
っ
た
業
務
の
外
部

化
を
さ
ら
に
推
進
し
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
同
時
に
、
さ
ら
な
る
職

員
数
の
削
減
を
目
指
し
て
い
く
。

０
歳
児
保
育
の
見
直
し
に
つ
い
て

【
問
】
保
育
園
に
子
ど
も
を
預
け
る

家
庭
に
は
、
子
ど
も
一
人
に
月
額
14

万
６
千
円
、
０
歳
児
に
限
る
と
月
額

44
万
８
千
円
（
平
成
16
年
度
ベ
ー
ス
）

の
公
費
負
担
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
家
庭
で
子
育
て
す
る
主
婦

に
は
公
的
支
援
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

こ
の
よ
う
な
不
公
平
を
放
置
す
る
こ

と
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
。
０
歳
児
保
育

を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

【
答
】
０
歳
児
保
育
の
公
費
負
担
が

高
い
こ
と
は
、
十
分
認
識
し
て
い
る
。

産
休
明
け
か
ら
の
保
育
需
要
は
高
い

状
況
も
あ
り
、
保
育
マ
マ
の
増
員
を

図
る
な
ど
努
力
し
て
い
る
が
、
今
後
、

受
入
れ
年
齢
の
見
直
し
等
に
よ
り
、

そ
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

障
害
者
施
設
の
給
付
費
に
つ
い
て

【
問
】
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に

よ
り
、
障
害
者
施
設
の
給
付
費
が
大

幅
に
削
減
さ
れ
る
が
、
通
所
施
設
と

入
所
施
設
で
の
減
収
は
ど
の
位
か
。

　
ま
た
、
障
害
者
福
祉
を
大
き
く
後

退
さ
せ
な
い
た
め
、
支
援
し
て
い
く

べ
き
で
あ
り
、
給
付
費
の
激
変
緩
和

に
つ
い
て
も
実
施
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
伺
う
。

【
答
】
施
設
報
酬
の
減
収
は
、
区
内

14
箇
所
の
通
所
施
設
の
４
月
・
５
月

分
の
収
入
を
前
年
同
月
と
比
較
す
る

と
、
約
２
千
５００
万
円
、
約
１４
％
の
減

収
と
な
る
。
民
設
民
営
の
社
会
福
祉

法
人
に
は
、
新
体
系
へ
の
移
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要

な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
区
民
税
課
税
世
帯
の
給
付
費
は
、

１８
年
度
は
利
用
者
負
担
額
を
４００
円
ま

で
引
き
下
げ
ら
れ
る
よ
う
、
区
内
通

所
施
設
等
に
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

【
問
】
本
年
４
月
か
ら
、
小
学
校
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
入
院
費
が

助
成
対
象
に
拡
充
さ
れ
た
。
更
な
る

拡
充
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
伺
う
。

【
答
】
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
拡
充

部
分
の
申
請
状
況
を
勘
案
し
、
１９
年

度
か
ら
入
院
医
療
費
の
助
成
対
象
を

中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

区
の
二
酸
化
炭
素
削
減
策
に
つ
い
て

【
問
】
２
年
前
に
批
准
し
た
京
都
議

定
書
の
基
準
よ
り
、
日
本
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
は
増
え
て
い
る
。
区
で

の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
管
理
や
地
球

温
暖
化
対
策
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か

伺
う
。

　
ま
た
、
民
間
に
対
し
て
は
ど
の
よ

う
に
把
握
し
、
指
導
し
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
、
区
の
保
有
す
る
車
両
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
化
は
ど
の
く
ら
い
で
、

目
指
す
方
向
は
ど
う
な
の
か
伺
う
。

【
答
】
区
で
は
、
「
公
共
施
設
地
球

温
暖
化
対
策
推
進
実
行
計
画
」
を
策

定
し
、
平
成
１８
年
度
末
の
総
排
出
量

を
平
成
１３
年
度
と
同
等
と
定
め
、
排

出
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
民
間
に
つ
い
て
は
、
エ
ア
コ
ン
使

用
減
に
よ
る
省
エ
ネ
の
呼
び
か
け
等
、

計
画
に
沿
っ
た
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
区
で
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

を
４
台
所
有
し
、
今
後
も
低
公
害
車

や
低
燃
費
車
の
導
入
を
図
っ
て
い
く
。

鉄
道
立
体
化
に
つ
い
て

【
問
】
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
連
続

立
体
化
に
向
け
て
、
国
土
交
通
省
に

調
査
費
が
つ
い
た
。
こ
の
決
定
を
受

け
て
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

　
ま
た
、
歩
道
橋
の
設
置
で
、
歩
行

者
と
自
転
車
利
用
者
の
利
便
性
が
高

ま
っ
た
が
、
利
用
状
況
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
か
伺
う
。

【
答
】
連
続
立
体
交
差
事
業
の
採
択

基
準
が
拡
充
さ
れ
、
調
査
箇
所
に
新

規
採
択
さ
れ
た
。
今
後
、
地
元
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

と
と
も
に
、
国
・
都
と
の
連
携
や
、

鉄
道
事
業
者
の
協
力
を
得
て
、
技
術

的
な
検
討
の
速
度
を
上
げ
て
い
く
。

　
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
歩
道
橋

に
よ
り
、
高
齢
者
等
の
利
用
者
の
利

便
性
は
大
き
く
向
上
し
た
。
し
か
し
、

依
然
と
し
て
多
く
の
人
が
踏
切
を
横

断
し
て
お
り
、
鉄
道
立
体
化
の
実
現

な
く
し
て
抜
本
的
な
解
決
は
あ
り
え

な
い
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。

学
校
の
月
曜
日
振
り
替
え
に
つ
い
て

【
問
】
小
・
中
学
校
の
土
日
授
業
の

月
曜
日
振
り
替
え
に
伴
い
、
行
き
場

の
な
い
子
ど
も
達
を
街
で
目
に
す
る
。

小
学
校
の
４３
％
、
中
学
校
の
４５
％
が

３
日
以
上
、
直
後
の
月
曜
日
を
休
み

に
し
て
い
る
。
授
業
日
数
確
保
の
た

め
夏
休
み
の
短
縮
が
議
論
さ
れ
て
い

る
中
、
月
曜
日
を
有
効
に
利
用
し
て

ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
伺
う
。

【
答
】
各
学
校
で
は
、
保
護
者
や
地

域
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
土
曜
日
や

日
曜
日
に
実
施
す
る
行
事
等
を
増
や

し
て
き
た
。
振
り
替
え
休
日
は
、
学

習
指
導
要
領
に
よ
り
「
週
当
た
り
の

授
業
時
間
数
が
児
童
や
生
徒
の
過
重

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
」

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
各
学
校
で
年

間
の
教
育
計
画
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
今
後
は
、
振
り
替
え
休
日
の
有
効

な
過
ご
し
方
や
、
行
事
の
組
み
方
な

ど
工
夫
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

柔
剣
道
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

【
問
】
東
京
都
知
事
が
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
誘
致
に
名
乗
り
を
上
げ
た

の
は
、
平
成
２８
年
の
大
会
。
そ
の
３

年
前
に
は
５４
年
ぶ
り
の
東
京
国
体
が

内
定
し
て
い
る
。
武
道
に
親
し
む
人

口
が
多
い
足
立
区
の
武
道
館
で
、
柔

剣
道
大
会
の
開
催
を
働
き
か
け
る
べ

き
と
思
う
が
区
の
考
え
方
を
伺
う
。

【
答
】
第
６８
回
国
民
体
育
大
会
は
、

平
成
２５
年
、
東
京
で
の
開
催
が
内
定

し
て
い
る
。
足
立
区
に
は
、
東
京
武

道
館
が
あ
り
、
剣
道
の
開
催
地
と
し

て
名
乗
り
を
上
げ
て
い
る
が
、
柔
道

に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
東
京
都
の
国
体
準
備
室
で
は
、
本

年
中
に
会
場
地
の
調
査
を
行
い
、
平

成
１９
年
度
当
初
に
会
場
地
、
種
目
を

決
定
予
定
な
の
で
、
区
と
し
て
も
誘

致
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

人
道
橋
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

【
問
】
本
年
３
月
の
予
算
特
別
委
員

会
に
お
い
て
、
区
長
、
助
役
よ
り
「
人

道
橋
の
整
備
に
着
手
す
る
」
旨
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
、

解
決
す
る
た
め
の
方
策
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

【
答
】
現
在
、
す
で
に
架
橋
さ
れ
て

い
る
、
み
ど
り
橋
や
五
兵
衛
橋
の
資

料
を
参
考
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
京
都
・
第
六
建
設
事
務

所
や
、
第
二
区
画
整
理
事
務
所
、
首

都
高
速
道
路
�
等
の
関
係
機
関
と
、

河
川
条
件
や
境
田
排
水
場
の
撤
去
な

ど
の
問
題
点
を
協
議
し
て
い
る
。

　
制
約
条
件
の
厳
し
い
施
工
方
法
も

検
討
し
て
お
り
、
結
論
が
出
し
だ
い

設
計
委
託
の
予
算
を
確
保
し
、
具
体

的
な
作
業
に
取
り
組
み
た
い
。

鈴
木
　
進
　

議
員

代
表
・
一
般
質
問

　
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
各

会
派
を
代
表
す
る
１０
名
の
議
員

が
、
区
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
、
区
政
執
行
に
当
た
る

区
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
の
考

え
を
尋
ね
ま
し
た
。

　
以
下
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し

ま
す
。


